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 １．通信 

  １.１ 概要 

 
    ＵＦユニットと外部装置への通信には、ＲＳ４８５・ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ・ＣＣ－Ｌｉｎｋ・Ｐｒｏｆｉ－Ｂｕｓ通 

   信があります。 

    本ユーザーズマニュアルでは、ＵＦユニットとＣＣ－Ｌｉｎｋ通信での通信方法について説明します。 

    本ユーザーズマニュアルは、ＣＣ－Ｌｉｎｋ仕様に関する項目については概略説明にとどめており、詳細については、 

   ＣＬＰＡ(CC-Link Partner Association)発行の｢ＣＣ－Ｌｉｎｋ仕様書(CC-Link Specification)｣を参照してください。 

 
 ２ 仕様 

  ２.１ システム構成 

 
    ＵＦユニットは、ＣＣ－Ｌｉｎｋのリモートデバイス局として機能します。 

    ＣＣ－Ｌｉｎｋの接続方式は、ディジーチェーン方式となっております。 

    ＵＦユニットに配線を行う際には、ＣＣ－Ｌｉｎｋ用の専用ケーブルを使用し、信号の反射を減らし、通信を安定さ    

   せるため、幹線の両端に終端抵抗を取付けることが必要です。 

    敷設についての詳細は、ＣＬＰＡ発行の敷設マニュアル(CC-Link Cable Wiring Manual)を参照願います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モニタ 

マスタユニット 
マスタ局 

直流電源 

ＤＣ９～２４Ｖ 

 
ＵＦユニット 
Ｎｏ．１ 
 

ＵＦ－ＣＬ 
スレーブ局 
１ 

終端

抵抗 

ＵＦユニットは、最大４２台接続可能です。 

ケーブルの終端には必ず終端抵抗を取付けてください。 

マスタ局～スレーブ局、スレーブ局～スレーブ局、スレーブ局～終端抵抗間に 

Ｔ分岐を使用されても問題はありません。 

 
ＵＦ－ＣＬに直流電源(ＤＣ９～２４Ｖ)を接続してください。 

電流容量は、ＵＦ－ＣＬ １台当たり０．２Ａ必要です。 

 

 
ＵＦユニット 
Ｎｏ．２ 
 

ＵＦ－ＣＬ 
スレーブ局 
２ 

 
ＵＦユニット 
Ｎｏ．４１ 
 

ＵＦ－ＣＬ 
スレーブ局 
４１ 

 
ＵＦユニット 
Ｎｏ．４２ 
 

ＵＦ－ＣＬ 
スレーブ局 
４２ 
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  ２.２ コネクタ 

 

    (1) ソケット ― ＭＳＴＢ２．５／５－ＧＦ－５．０８ＡＵ 

              (ＰＨＯＥＮＩＸ ＣＯＮＴＡＣＴ製) 

 

 
      

 
 
 
 

    (2) プラグ  ― ＭＳＴＢ２．５／５－ＳＴＦ―５．０８―ＡＵ 

              (ＰＨＯＥＮＩＸ ＣＯＮＴＡＣＴ製) 
 

          
 

 

 

 

 

 

D
A
 

 D
B
 

 D
G
 

 S
L
D
 

 F
G
 

 

D
A
 

 D
B
 

 D
G
 

 S
L
D
 

 F
G
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  ２.３ 通信ケーブル 

 

    ＣＣ－Ｌｉｎｋでは、仕様で定められたケーブルを使用して幹線を構築します。 

    以下に各ケーブルの概要を示します。 

  
 
  ２.４ 終端抵抗 

 
    ＣＣ－Ｌｉｎｋでは、終端抵抗を幹線の両端に取付ける必要があります。 

 

   ２.４.１ 仕様 

 

       終端抵抗の仕様は以下の通りです。 

        ・抵抗値   １１０Ω ±５％ 

        ・許容損失  １／２Ｗ 

 

   ２.４.２ 取付上の注意事項 

 

     (1) 終端抵抗は幹線の終端に取付けてください。 

        局に取付けるとネットワークの終端に問題が発生することがあり(インピーダンスが高くなりすぎるか低く    

       なりすぎる)、障害の原因となることがあります。 

     (2) 終端抵抗は支線の端に取付けないでください。 
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 ３ 通信方法 

  ３.１ 通信テキスト 

 

    通信は、拡張サイクリックあり４倍設定(Ｖｅｒ.２) １局占有にて設計しています。 

    ＵＦユニットの各種データのマッピング内容を以下に示します。 

 

   ３.１.１ ＵＦ１ユニットの場合 

      ※項目のｎは局番設定により決まる値です。 

 

    (1) ＲＸデータ(ＵＦ１→ＰＬＣ) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＸｎ００ 運転停止状態 １： 運転 ／ ０： 停止 

ＲＸｎ０１ 
予約 

 

ＲＸｎ０２  

ＲＸｎ０３ モニタ値切替え状態フラグ １： 設定値 ／ ０： 通常 

ＲＸｎ０４ 予約  

ＲＸｎ０５ ＥＥＰＲＯＭ異常 １： ＥＥＰＲＯＭ異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０６ ゲートブロック １： ゲートブロック ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０７ ヒータ断線検出 １： ヒータ断線 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０８ 周波数異常 １： 周波数異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０９ 電源電圧低下 １： 電源電圧低下 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ａ 負荷異常 １： 負荷異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｂ サイリスタ異常 １： サイリスタ異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｃ 温度上昇異常 １： 温度上昇異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｄ ヒューズ断線 １： ヒューズ断線 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｅ 過電流異常 １： 過電流 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｆ 異常一括 １： 異常一括(通信異常を含む) ／ ０： 正常 

ＲＸｎ１０   

ＲＸｎ１１   

ＲＸｎ１２   

ＲＸｎ１３   

ＲＸｎ１４   

ＲＸｎ１５   

ＲＸｎ１６   

ＲＸｎ１７   

ＲＸｎ１８   

ＲＸｎ１９   

ＲＸｎ１Ａ   

ＲＸｎ１Ｂ   

ＲＸｎ１Ｃ   

ＲＸｎ１Ｄ   

ＲＸｎ１Ｅ   

ＲＸｎ１Ｆ   
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デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＸｎ２０   

ＲＸｎ２１   

ＲＸｎ２２   

ＲＸｎ２３   

ＲＸｎ２４   

ＲＸｎ２５   

ＲＸｎ２６   

ＲＸｎ２７   

ＲＸｎ２８   

ＲＸｎ２９   

ＲＸｎ２Ａ   

ＲＸｎ２Ｂ   

ＲＸｎ２Ｃ   

ＲＸｎ２Ｄ   

ＲＸｎ２Ｅ   

ＲＸｎ２Ｆ   

ＲＸｎ３０ 

予約 

 

ＲＸｎ３１  

ＲＸｎ３２  

ＲＸｎ３３  

ＲＸｎ３４  

ＲＸｎ３５  

ＲＸｎ３６  

ＲＸｎ３７  

ＲＸｎ３８ イニシャルデータ処理要求フラグ １： イニシャルデータ処理要求(未使用) 

ＲＸｎ３９ イニシャルデータ設定完了フラグ １： イニシャルデータ設定完了(未使用) 

ＲＸｎ３Ａ リモートエラー状態フラグ １： リモートエラー(ＵＦ１との通信異常) 

ＲＸｎ３Ｂ リモートＲＥＡＤＹフラグ １： リモートＲＥＡＤＹ(ＵＦ１との通信正常) 

ＲＸｎ３Ｃ 

予約 

 

ＲＸｎ３Ｄ  

ＲＸｎ３Ｅ  

ＲＸｎ３Ｆ  
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    (2) ＲＹデータ(ＰＬＣ→ＵＦ１) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＹｎ００ 運転／停止設定 １： 運転 ／ ０： 停止 

ＲＹｎ０１ 

予約 

 

ＲＹｎ０２  

ＲＹｎ０３  

ＲＹｎ０４  

ＲＹｎ０５  

ＲＹｎ０６  

ＲＹｎ０７  

ＲＹｎ０８  

ＲＹｎ０９  

ＲＹｎ０Ａ  

ＲＹｎ０Ｂ  

ＲＹｎ０Ｃ  

ＲＹｎ０Ｄ  

ＲＹｎ０Ｅ 設定値１～１６有効無効 １： 有効 ／ ０： 無効 

ＲＹｎ０Ｆ モニタ値切替え要求フラグ １： 設定値 ／ ０： 通常 

ＲＹｎ１０   

ＲＹｎ１１   

ＲＹｎ１２   

ＲＹｎ１３   

ＲＹｎ１４   

ＲＹｎ１５   

ＲＹｎ１６   

ＲＹｎ１７   

ＲＹｎ１８   

ＲＹｎ１９   

ＲＹｎ１Ａ   

ＲＹｎ１Ｂ   

ＲＹｎ１Ｃ   

ＲＹｎ１Ｄ   

ＲＹｎ１Ｅ   

ＲＹｎ１Ｆ   
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デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＹｎ２０   

ＲＹｎ２１   

ＲＹｎ２２   

ＲＹｎ２３   

ＲＹｎ２４   

ＲＹｎ２５   

ＲＹｎ２６   

ＲＹｎ２７   

ＲＹｎ２８   

ＲＹｎ２９   

ＲＹｎ２Ａ   

ＲＹｎ２Ｂ   

ＲＹｎ２Ｃ   

ＲＹｎ２Ｄ   

ＲＹｎ２Ｅ   

ＲＹｎ２Ｆ   

ＲＹｎ３０ 

予約 

 

ＲＹｎ３１  

ＲＹｎ３２  

ＲＹｎ３３  

ＲＹｎ３４  

ＲＹｎ３５  

ＲＹｎ３６  

ＲＹｎ３７  

ＲＹｎ３８ イニシャルデータ処理完了フラグ １： イニシャルデータ処理完了(未使用) 

ＲＹｎ３９ イニシャルデータ設定要求フラグ １： イニシャルデータ設定要求(未使用) 

ＲＹｎ３Ａ エラーリセットフラグ １： エラーリセット(ＵＦ１通信異常クリア) 

ＲＹｎ３Ｂ 

予約 

 

ＲＹｎ３Ｃ  

ＲＹｎ３Ｄ  

ＲＹｎ３Ｅ  

ＲＹｎ３Ｆ  
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    (3) ＲＷｒデータ(ＵＦ１→ＰＬＣ) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＷｒｎ０ モニタ値１ 
通 常： 出力電流値 

設定値： 制御信号 

ＲＷｒｎ１ モニタ値２ 
通 常： 出力電圧値 

設定値： 手動(上限)信号 

ＲＷｒｎ２ モニタ値３ 
通 常： 出力電力値 

設定値： 下点(下限)信号 

ＲＷｒｎ３ モニタ値４ 
通 常： ソフトスタート時間 

設定値： 勾配信号 

ＲＷｒｎ４ モニタ値５ 

通 常： ０８～０Ｆ ： ディレー時間 

     ００～０７ ： 周期時間 

設定値： ソフトスタート時間 

ＲＷｒｎ５ モニタ値６ 

通 常： ０９～０Ｆ ： 予約 

        ０８ ： 自己診断機能設定 

     ００～０７ ： 入出力特性切換え 

設定値： ０８～０Ｆ ： ディレー時間 

     ００～０７ ： 周期時間 

ＲＷｒｎ６ モニタ値７ 

通 常： ０８～０Ｆ ： 電流制限量 

     ００～０７ ： ヒータ断線量 

設定値： ０９～０Ｆ ： 予約 

        ０８ ： 自己診断機能設定 

     ００～０７ ： 入出力特性切換え 

ＲＷｒｎ７ モニタ値８ 

通 常： 予約 

設定値： ０８～０Ｆ ： 電流制限量 

     ００～０７ ： ヒータ断線量 

ＲＷｒｎ８ モニタ値９ 予約 

ＲＷｒｎ９ モニタ値１０ 予約 

ＲＷｒｎ１０ モニタ値１１ 予約 

ＲＷｒｎ１１ モニタ値１２ 予約 

ＲＷｒｎ１２ モニタ値１３ 予約 

ＲＷｒｎ１３ モニタ値１４ 予約 

ＲＷｒｎ１４ モニタ値１５ 予約 

ＲＷｒｎ１５ モニタ値１６ 予約 
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    (4) ＲＷｗデータ(ＰＬＣ→ＵＦ１) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＷｗｎ０ 設定値１ 制御信号 

ＲＷｗｎ１ 設定値２ 手動(上限)信号 

ＲＷｗｎ２ 設定値３ 下点(下限)信号 

ＲＷｗｎ３ 設定値４ 勾配信号 

ＲＷｗｎ４ 設定値５ ソフトスタート時間 

ＲＷｗｎ５ 設定値６ 
０８～０Ｆ ： ディレー時間 

００～０７ ： 周期時間 

ＲＷｗｎ６ 設定値７ 
０８～０Ｆ ： 予約 

００～０７ ： 入出力特性切換え 

ＲＷｗｎ７ 設定値８ 
０８～０Ｆ ： 電流制限量 

００～０７ ： ヒータ断線量 

ＲＷｗｎ８ 設定値９ 予約 

ＲＷｗｎ９ 設定値１０ 予約 

ＲＷｗｎ１０ 設定値１１ 予約 

ＲＷｗｎ１１ 設定値１２ 予約 

ＲＷｗｎ１２ 設定値１３ 予約 

ＲＷｗｎ１３ 設定値１４ 予約 

ＲＷｗｎ１４ 設定値１５ 予約 

ＲＷｗｎ１５ 設定値１６ 予約 
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   ３.１.２ ＵＦ３ユニットの場合 

      ※項目のｎは局番設定により決まる値です。 

 

    (1) ＲＸデータ(ＵＦ３→ＰＬＣ) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＸｎ００ 運転停止状態 １： 運転 ／ ０： 停止 

ＲＸｎ０１ 
予約 

 

ＲＸｎ０２  

ＲＸｎ０３ モニタ値切替え状態フラグ １： 設定値 ／ ０： 通常 

ＲＸｎ０４ 予約  

ＲＸｎ０５ ＥＥＰＲＯＭ異常 １： ＥＥＰＲＯＭ異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０６ ゲートブロック １： ゲートブロック ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０７ ヒータ断線検出 １： ヒータ断線 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０８ 周波数異常 １： 周波数異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０９ 電源電圧低下 １： 電源電圧低下 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ａ 負荷異常 １： 負荷異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｂ サイリスタ異常 １： サイリスタ異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｃ 温度上昇異常 １： 温度上昇異常 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｄ ヒューズ断線 １： ヒューズ断線 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｅ 過電流異常 １： 過電流 ／ ０： 正常 

ＲＸｎ０Ｆ 異常一括 １： 異常一括(通信異常を含む) ／ ０： 正常 

ＲＸｎ１０   

ＲＸｎ１１   

ＲＸｎ１２   

ＲＸｎ１３   

ＲＸｎ１４   

ＲＸｎ１５   

ＲＸｎ１６   

ＲＸｎ１７   

ＲＸｎ１８   

ＲＸｎ１９   

ＲＸｎ１Ａ   

ＲＸｎ１Ｂ   

ＲＸｎ１Ｃ   

ＲＸｎ１Ｄ   

ＲＸｎ１Ｅ   

ＲＸｎ１Ｆ   
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デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＸｎ２０   

ＲＸｎ２１   

ＲＸｎ２２   

ＲＸｎ２３   

ＲＸｎ２４   

ＲＸｎ２５   

ＲＸｎ２６   

ＲＸｎ２７   

ＲＸｎ２８   

ＲＸｎ２９   

ＲＸｎ２Ａ   

ＲＸｎ２Ｂ   

ＲＸｎ２Ｃ   

ＲＸｎ２Ｄ   

ＲＸｎ２Ｅ   

ＲＸｎ２Ｆ   

ＲＸｎ３０ 

予約 

 

ＲＸｎ３１  

ＲＸｎ３２  

ＲＸｎ３３  

ＲＸｎ３４  

ＲＸｎ３５  

ＲＸｎ３６  

ＲＸｎ３７  

ＲＸｎ３８ イニシャルデータ処理要求フラグ １： イニシャルデータ処理要求(未使用) 

ＲＸｎ３９ イニシャルデータ設定完了フラグ １： イニシャルデータ設定完了(未使用) 

ＲＸｎ３Ａ リモートエラー状態フラグ １： リモートエラー(ＵＦ３との通信異常) 

ＲＸｎ３Ｂ リモートＲＥＡＤＹフラグ １： リモートＲＥＡＤＹ(ＵＦ３との通信正常) 

ＲＸｎ３Ｃ 

予約 

 

ＲＸｎ３Ｄ  

ＲＸｎ３Ｅ  

ＲＸｎ３Ｆ  
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    (2) ＲＹデータ(ＰＬＣ→ＵＦ３) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＹｎ００ 運転／停止設定 １： 運転 ／ ０： 停止 

ＲＹｎ０１ 

予約 

 

ＲＹｎ０２  

ＲＹｎ０３  

ＲＹｎ０４  

ＲＹｎ０５  

ＲＹｎ０６  

ＲＹｎ０７  

ＲＹｎ０８  

ＲＹｎ０９  

ＲＹｎ０Ａ  

ＲＹｎ０Ｂ  

ＲＹｎ０Ｃ  

ＲＹｎ０Ｄ  

ＲＹｎ０Ｅ 設定値１～１６有効無効 １： 有効 ／ ０： 無効 

ＲＹｎ０Ｆ モニタ値切替え要求 １： 設定値 ／ ０： 通常 

ＲＹｎ１０   

ＲＹｎ１１   

ＲＹｎ１２   

ＲＹｎ１３   

ＲＹｎ１４   

ＲＹｎ１５   

ＲＹｎ１６   

ＲＹｎ１７   

ＲＹｎ１８   

ＲＹｎ１９   

ＲＹｎ１Ａ   

ＲＹｎ１Ｂ   

ＲＹｎ１Ｃ   

ＲＹｎ１Ｄ   

ＲＹｎ１Ｅ   

ＲＹｎ１Ｆ   
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デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＹｎ２０   

ＲＹｎ２１   

ＲＹｎ２２   

ＲＹｎ２３   

ＲＹｎ２４   

ＲＹｎ２５   

ＲＹｎ２６   

ＲＹｎ２７   

ＲＹｎ２８   

ＲＹｎ２９   

ＲＹｎ２Ａ   

ＲＹｎ２Ｂ   

ＲＹｎ２Ｃ   

ＲＹｎ２Ｄ   

ＲＹｎ２Ｅ   

ＲＹｎ２Ｆ   

ＲＹｎ３０ 

予約 

 

ＲＹｎ３１  

ＲＹｎ３２  

ＲＹｎ３３  

ＲＹｎ３４  

ＲＹｎ３５  

ＲＹｎ３６  

ＲＹｎ３７  

ＲＹｎ３８ イニシャルデータ処理完了フラグ １： イニシャルデータ処理完了(未使用) 

ＲＹｎ３９ イニシャルデータ設定要求フラグ １： イニシャルデータ設定要求(未使用) 

ＲＹｎ３Ａ エラーリセットフラグ １： エラーリセット(ＵＦ３通信異常クリア) 

ＲＹｎ３Ｂ 

予約 

 

ＲＹｎ３Ｃ  

ＲＹｎ３Ｄ  

ＲＹｎ３Ｅ  

ＲＹｎ３Ｆ  
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    (3) ＲＷｒデータ(ＵＦ３→ＰＬＣ) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＷｒｎ０ モニタ値１ 
通 常： Ｕ相出力電流値 

設定値： 制御信号 

ＲＷｒｎ１ モニタ値２ 
通 常： Ｖ相出力電流値 

設定値： 手動(上限)信号 

ＲＷｒｎ２ モニタ値３ 
通 常： Ｗ相出力電流値 

設定値： 下点(下限)信号 

ＲＷｒｎ３ モニタ値４ 
通 常： Ｕ相出力電圧値 

設定値： 勾配信号 

ＲＷｒｎ４ モニタ値５ 
通 常： Ｖ相出力電圧値 

設定値： ソフトスタート時間 

ＲＷｒｎ５ モニタ値６ 

通 常： Ｗ相出力電圧値 

設定値： ０８～０Ｆ ： ディレー時間 

     ００～０７ ： 周期時間 

ＲＷｒｎ６ モニタ値７ 

通 常： 出力電力値 

設定値： ０９～０Ｆ ： 予約 

        ０８ ： 自己診断機能設定 

     ００～０７ ： 入出力特性切換え 

ＲＷｒｎ７ モニタ値８ 

通 常： ソフトスタート時間 

設定値： ０８～０Ｆ ： 電流制限量 

     ００～０７ ： ヒータ断線量 

ＲＷｒｎ８ モニタ値９ 

通 常： ０８～０Ｆ ： ディレー時間 

     ００～０７ ： 周期時間 

設定値： 予約 

ＲＷｒｎ９ モニタ値１０ 

通 常： ０９～０Ｆ ： 予約 

        ０８ ： 自己診断機能設定 

     ００～０７ ： 入出力特性切換え 

設定値： 予約 

ＲＷｒｎ１０ モニタ値１１ 

通 常： ０８～０Ｆ ： 電流制限量 

     ００～０７ ： ヒータ断線量 

設定値： 予約 

ＲＷｒｎ１１ モニタ値１２ 予約 

ＲＷｒｎ１２ モニタ値１３ 予約 

ＲＷｒｎ１３ モニタ値１４ 予約 

ＲＷｒｎ１４ モニタ値１５ 予約 

ＲＷｒｎ１５ モニタ値１６ 予約 
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    (4) ＲＷｗデータ(ＰＬＣ→ＵＦ３) 

 

デバイスＮｏ． 信号名称 備  考 

ＲＷｗｎ０ 設定値１ 制御信号 

ＲＷｗｎ１ 設定値２ 手動(上限)信号 

ＲＷｗｎ２ 設定値３ 下点(下限)信号 

ＲＷｗｎ３ 設定値４ 勾配信号 

ＲＷｗｎ４ 設定値５ ソフトスタート時間 

ＲＷｗｎ５ 設定値６ 
０８～０Ｆ ： ディレー時間 

００～０７ ： 周期時間 

ＲＷｗｎ６ 設定値７ 
０８～０Ｆ ： 予約 

００～０７ ： 入出力特性切換え 

ＲＷｗｎ７ 設定値８ 
０８～０Ｆ ： 電流制限量 

００～０７ ： ヒータ断線量 

ＲＷｗｎ８ 設定値９ 予約 

ＲＷｗｎ９ 設定値１０ 予約 

ＲＷｗｎ１０ 設定値１１ 予約 

ＲＷｗｎ１１ 設定値１２ 予約 

ＲＷｗｎ１２ 設定値１３ 予約 

ＲＷｗｎ１３ 設定値１４ 予約 

ＲＷｗｎ１４ 設定値１５ 予約 

ＲＷｗｎ１５ 設定値１６ 予約 

 

  ３.２ 通信手順 

   ３.２.１ イニシャルデータ処理要求とイニシャルデータ処理完了 

 

       イニシャルデータ処理要求フラグ(ＲＸ(ｎ＋３)８)とイニシャルデータ処理完了フラグ(ＲＹ(ｎ＋３)８)は 

      使用していません。 

       電源投入後、ＵＦユニットとの通信が正常であれば、リモート局ＲＥＡＤＹフラグ(ＲＸ(ｎ＋３)Ｂ)がＯＮし 

      ます。 
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   ３.２.２ イニシャルデータ設定要求とイニシャルデータ設定完了 

 

       イニシャルデータ設定要求フラグ(ＲＹ(ｎ＋３)９)とイニシャルデータ設定完了フラグ(ＲＸ(ｎ＋３)９)は 

      使用していません。 

 
   ３.２.３ リモート入出力データ(ＲＸ・ＲＹデータ) 

 

       リモート入出力データの読出し,書込みについては、特にシーケンス等はありません。 

       任意のデータを読み書きすることが可能です。 

 
 
   ３.２.４ リモートレジスタデータ(ＲＷｒ・ＲＷｗデータ) 

 

       リモートレジスタデータの読出し,書込みについては、ページ単位で読出し／書込みします。 

       但し、設定値１～１６(ＲＷｗｎ０～ＲＷｗｎ１５)については、常に読出しが可能です。 
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   ３.２.５ モニタ値１～１６のデータ読出し(ＲＷｒデータ) 

 
        ＣＣ－ＬｉｎｋインターフェイスボードとＵＦ１／ＵＦ３ユニットとのインターフェイスのタイミングに 

       より正しくデータが読み出せない場合がありますので、データの読出しは、１回の通信で必ず複数回実施して 

       ください。 

 
    (1) モニタ値切替えが｢通常｣設定の場合 

      ① コントロールフラグ２ モニタ値切替え要求フラグ(ＲＹｎ０ＦＨ)を“０”に設定します。 

      ② ステータスフラグ１ モニタ値切替え状態フラグ(ＲＸｎ０３Ｈ)に“０”が設定されます。 

      ③ モニタ値１～１６(ＲＷｒｎ０～ＲＷｒｎ１５)のデータを読出しますと、モニタ値切替えが｢通常｣設定のデ 

        ータが読出せます。 

 

    (2) モニタ値切替えが｢設定値｣設定の場合 

      ① コントロールフラグ２ モニタ値切替え要求フラグ(ＲＹｎ０ＦＨ)を“１”に設定します。 

      ② ステータスフラグ１ モニタ値切替え状態フラグ(ＲＸｎ０３Ｈ)に“１”が設定されます。 

      ③ モニタ値１～１６(ＲＷｒｎ０～ＲＷｒｎ１５)のデータを読出しますと、モニタ値切替えが｢設定値｣設定の 

        データが読出せます。 

 

         (ｱ) ＵＦ１ユニットの場合 

 

デバイスＮｏ． 
モニタ値切替え状態フラグ 

通 常 設定値 

ＲＷｒｎ０ 出力電流値 制御信号 

ＲＷｒｎ１ 出力電圧値 手動(上限)信号 

ＲＷｒｎ２ 出力電力値 下点(下限)信号 

ＲＷｒｎ３ ソフトスタート時間 勾配信号 

ＲＷｒｎ４ 
０８～０Ｆ ： ディレー時間 

００～０７ ： 周期時間 
ソフトスタート時間 

ＲＷｒｎ５ 

０９～０Ｆ ： 予約 

   ０８ ： 自己診断機能設定 

００～０７ ： 入出力特性切換え 

０８～０Ｆ ： ディレー時間 

００～０７ ： 周期時間 

ＲＷｒｎ６ 
０８～０Ｆ ： 電流制限量 

００～０７ ： ヒータ断線量 

０９～０Ｆ ： 予約 

   ０８ ： 自己診断機能設定 

００～０７ ： 入出力特性切換え 

ＲＷｒｎ７ 予約 
０８～０Ｆ ： 電流制限量 

００～０７ ： ヒータ断線量 

ＲＷｒｎ８ 予約 予約 

ＲＷｒｎ９ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１０ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１１ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１２ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１３ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１４ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１５ 予約 予約 
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         (ｲ) ＵＦ３ユニットの場合 

 

デバイスＮｏ． 
モニタ値切替え状態フラグ 

通 常 設定値 

ＲＷｒｎ０ Ｕ相出力電流値 制御信号 

ＲＷｒｎ１ Ｖ相出力電流値 手動(上限)信号 

ＲＷｒｎ２ Ｗ相出力電流値 下点(下限)信号 

ＲＷｒｎ３ Ｕ相出力電圧値 勾配信号 

ＲＷｒｎ４ Ｖ相出力電圧値 ソフトスタート時間 

ＲＷｒｎ５ Ｗ相出力電圧値 
０８～０Ｆ ： ディレー時間 

００～０７ ： 周期時間 

ＲＷｒｎ６ 出力電力値 

０９～０Ｆ ： 予約 

   ０８ ： 自己診断機能設定 

００～０７ ： 入出力特性切換え 

ＲＷｒｎ７ ソフトスタート時間 
０８～０Ｆ ： 電流制限量 

００～０７ ： ヒータ断線量 

ＲＷｒｎ８ 
０８～０Ｆ ： ディレー時間 

００～０７ ： 周期時間 
予約 

ＲＷｒｎ９ 

０９～０Ｆ ： 予約 

   ０８ ： 自己診断機能設定 

００～０７ ： 入出力特性切換え 

予約 

ＲＷｒｎ１０ 
０８～０Ｆ ： 電流制限量 

００～０７ ： ヒータ断線量 
予約 

ＲＷｒｎ１１ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１２ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１３ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１４ 予約 予約 

ＲＷｒｎ１５ 予約 予約 

 

   ３.２.６ 設定値１～１６データの書込み(ＲＷｗデータ) 

 

      ① コントロールフラグ２ 設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹｎ０ＥＨ)を無効“０”に設定します。 

      ② 設定値１～１６データ(ＲＷｗｎ０～ＲＷｗｎ１５)を書込みます。 

      ③ コントロールフラグ２ 設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹｎ０ＥＨ)を有効“１”に設定します。 

      ④ 設定値１～１６データ(ＲＷｗｎ０～ＲＷｗｎ１５)を書込みます。 

      ⑤ コントロールフラグ２ 設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹｎ０ＥＨ)を無効“０”に設定します。 

 

      常時設定値データを書込む場合は、設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹｎ０ＥＨ)を有効“１”に設定してくだ 

     さい。 
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  ３.３ 通信データ項目 

   ３.３.１ ＵＦ１ユニットの場合 

 

      ※項目のｎは局番設定により決まる値です。 

 

    (1) ＲＸデータ(ＰＬＣからみて入力) 

 

     ① ステータスフラグ１(ＲＸｎ００－０７Ｈ) 

 

０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

            ０７ ： ヒータ断線検出        (１： ヒータ断線 ／ ０： 正常) 

            ０６ ： ゲートブロック        (１： ゲートブロック ／ ０： 正常) 

            ０５ ： ＥＥＰＲＯＭ異常       (１： ＥＥＰＲＯＭ異常 ／ ０： 正常) 

            ０４ ： 予約 

            ０３ ： モニタ値切替え状態      (１： 設定値 ／ ０： 通常) 

            ０２ ： 予約 

            ０１ ： 予約 

            ００ ： 運転停止状態         (１： 運転 ／ ０： 停止) 

 

     ② ステータスフラグ２(ＲＸｎ０８－０ＦＨ) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ 

 

            ０Ｆ ： 異常一括           (１： 異常一括(通信異常を含む) ／ ０： 正常) 

            ０Ｅ ： 過電流異常          (１： 過電流 ／ ０： 正常) 

            ０Ｄ ： ヒューズ断線         (１： ヒューズ断線 ／ ０： 正常) 

            ０Ｃ ： 温度上昇異常         (１： 温度上昇異常 ／ ０： 正常) 

            ０Ｂ ： サイリスタ異常        (１： サイリスタ異常 ／ ０： 正常) 

            ０Ａ ： 負荷異常           (１： 負荷異常 ／ ０： 正常) 

            ０９ ： 電源電圧低下         (１： 電源電圧低下 ／ ０： 正常) 

            ０８ ： 周波数異常          (１： 周波数異常 ／ ０： 正常) 

 

     ③ システムステータスフラグ１(ＲＸｎ３０－３７Ｈ) 

 

３７ ３６ ３５ ３４ ３３ ３２ ３１ ３０ 

 

         ３０～３７ ： 予約 

 

     ④ システムステータスフラグ２(ＲＸｎ３８－３ＦＨ) 

 

３Ｆ ３Ｅ ３Ｄ ３Ｃ ３Ｂ ３Ａ ３９ ３８ 

 

         ３Ｃ～３Ｆ ： 予約 

            ３Ｂ ： リモートＲＥＡＤＹフラグ   (１： リモートＲＥＡＤＹ(ＵＦ１との通信正常)) 

            ３Ａ ： リモートエラー状態フラグ   (１： リモートエラー(ＵＦ１との通信異常)) 

            ３９ ： イニシャルデータ設定完了フラグ(１： イニシャルデータ設定完了(未使用)) 

            ３８ ： イニシャルデータ処理要求フラグ(１： イニシャルデータ処理要求(未使用)) 
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    (2) ＲＹデータ(ＰＬＣからみて出力) 

 

     ① コントロールフラグ１(ＲＹｎ００－０７Ｈ) 

 

０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０１～０７ ： 予約 

            ００ ： 運転／停止設定        (１： 運転 ／ ０： 停止) 

 

     ② コントロールフラグ２(ＲＹｎ０８－０ＦＨ) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ 

 

            ０Ｆ ： モニタ値切替え要求      (１： 設定値 ／ ０： 通常) 

            ０Ｅ ： 設定値１～１６有効無効    (１： 有効 ／ ０： 無効) 

         ０８～０Ｄ ： 予約 

 

     ③ システムコントロールフラグ１(ＲＹｎ３０－３７Ｈ) 

 

３７ ３６ ３５ ３４ ３３ ３２ ３１ ３０ 

 

         ３０～３７ ： 予約 

 

     ④ システムコントロールフラグ２(ＲＹｎ３８－３ＦＨ) 

 

３Ｆ ３Ｅ ３Ｄ ３Ｃ ３Ｂ ３Ａ ３９ ３８ 

 

         ３Ｂ～３Ｆ ： 予約 

            ３Ａ ： エラーリセットフラグ     (１： エラーリセット(ＵＦ１通信異常クリア)) 

            ３９ ： イニシャルデータ設定要求フラグ(１： イニシャルデータ設定要求(未使用)) 

            ３８ ： イニシャルデータ処理完了フラグ(１： イニシャルデータ処理完了(未使用)) 

 

    (3) ＲＷｒデータ(ＰＬＣからみて入力) 

 

     ① モニタ値１(ＲＷｒｎ０) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： 出力電流値          ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 制御信号           ０～１０００(０．１％単位) 
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     ② モニタ値２(ＲＷｒｎ１) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： 出力電圧値          ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 手動(上限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ③ モニタ値３(ＲＷｒｎ２) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： 出力電力値          ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 下点(下限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ④ モニタ値４(ＲＷｒｎ３) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： ソフトスタート時間      ０～３０００(０．１秒単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 勾配信号           ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ⑤ モニタ値５(ＲＷｒｎ４) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ０８～０Ｆ ： ディレー時間         ０～３０(０．１秒単位) 

         ００～０７ ： 周期時間           １０～３０(０．１秒単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： ソフトスタート時間      ０～３０００(０．１秒単位) 
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     ⑥ モニタ値６(ＲＷｒｎ５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ０９～０Ｆ ： 予約 

            ０８ ： 自己診断機能設定       (１： 有 ／ ０： 解除) 

         ００～０７ ： 入出力特性切換え(関数Ｎｏ．) ０～７(関数Ｎｏ．) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ０８～０Ｆ ： ディレー時間         ０～３０(０．１秒単位) 

         ００～０７ ： 周期時間           １０～３０(０．１秒単位) 

 

     ⑦ モニタ値７(ＲＷｒｎ６) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ０８～０Ｆ ： 電流制限量          ５０～１１０(１％単位) 

         ００～０７ ： ヒータ断線量         ５～５０(１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ０９～０Ｆ ： 予約 

            ０８ ： 自己診断機能設定       (１： 有 ／ ０： 解除) 

         ００～０７ ： 入出力特性切換え(関数Ｎｏ．) ０～７(関数Ｎｏ．) 

 

     ⑧ モニタ値８(ＲＷｒｎ７) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ０８～０Ｆ ： 電流制限量          ５０～１１０(１％単位) 

         ００～０７ ： ヒータ断線量         ５～５０(１％単位) 

 

     ⑨ モニタ値９～１６(ＲＷｒｎ８～ＲＷｒｎ１５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

     ※設定値は，ＵＦ１から読出したデータです。 

        ＰＬＣから設定されたデータとは異なる場合があります。 
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    (4) ＲＷｗデータ(ＰＬＣからみて出力) 

 

     ① 設定値１(ＲＷｗ０) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 制御信号           ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ② 設定値２(ＲＷｗ１) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 手動(上限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ③ 設定値３(ＲＷｗ２) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 下点(下限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ④ 設定値４(ＲＷｗ３) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 勾配信号           ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ⑤ 設定値５(ＲＷｗ４) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： ソフトスタート時間      ０～３０００(０．１秒単位) 

 

     ⑥ 設定値６(ＲＷｗ５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０８～０Ｆ ： ディレー時間         ０～３０(０．１秒単位) 

         ００～０７ ： 周期時間           １０～３０(０．１秒単位) 

 

     ⑦ 設定値７(ＲＷｗ６) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０８～０Ｆ ： 予約 

         ００～０７ ： 入出力特性切換え(関数Ｎｏ．) ０～７(関数Ｎｏ．) 
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     ⑧ 設定値８(ＲＷｗ７) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０８～０Ｆ ： 電流制限量          ５０～１１０(１％単位) 

         ００～０７ ： ヒータ断線量         ５～５０(１％単位) 

 

     ⑨ 設定値９～１６(ＲＷｗ８～ＲＷｗ１５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

   ３.３.２ ＵＦ３ユニットの場合 

 

      ※項目のｎは局番設定により決まる値です。 

 

    (1) ＲＸデータ(ＰＬＣからみて入力) 

 

     ① ステータスフラグ１(ＲＸｎ００－０７Ｈ) 

 

０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

            ０７ ： ヒータ断線検出        (１： ヒータ断線 ／ ０： 正常) 

            ０６ ： ゲートブロック        (１： ゲートブロック ／ ０： 正常) 

            ０５ ： ＥＥＰＲＯＭ異常       (１： ＥＥＰＲＯＭ異常 ／ ０： 正常) 

            ０４ ： 予約 

            ０３ ： モニタ値切替え状態      (１： 設定値 ／ ０： 通常) 

            ０２ ： 予約 

            ０１ ： 予約 

            ００ ： 運転停止状態         (１： 運転 ／ ０： 停止) 

 

     ② ステータスフラグ２(ＲＸｎ０８－０ＦＨ) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ 

 

            ０Ｆ ： 異常一括           (１： 異常一括(通信異常を含む) ／ ０： 正常) 

            ０Ｅ ： 過電流異常          (１： 過電流 ／ ０： 正常) 

            ０Ｄ ： ヒューズ断線         (１： ヒューズ断線 ／ ０： 正常) 

            ０Ｃ ： 温度上昇異常         (１： 温度上昇異常 ／ ０： 正常) 

            ０Ｂ ： サイリスタ異常        (１： サイリスタ異常 ／ ０： 正常) 

            ０Ａ ： 負荷異常           (１： 負荷異常 ／ ０： 正常) 

            ０９ ： 電源電圧低下         (１： 電源電圧低下 ／ ０： 正常) 

            ０８ ： 周波数異常          (１： 周波数異常 ／ ０： 正常) 
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     ③ システムステータスフラグ１(ＲＸｎ３０－３７Ｈ) 

 

３７ ３６ ３５ ３４ ３３ ３２ ３１ ３０ 

 

         ３０～３７ ： 予約 

 

     ④ システムステータスフラグ２(ＲＸｎ３８－３ＦＨ) 

 

３Ｆ ３Ｅ ３Ｄ ３Ｃ ３Ｂ ３Ａ ３９ ３８ 

 

         ３Ｃ～３Ｆ ： 予約 

            ３Ｂ ： リモートＲＥＡＤＹフラグ   (１： リモートＲＥＡＤＹ(ＵＦ３との通信正常)) 

            ３Ａ ： リモートエラー状態フラグ   (１： リモートエラー(ＵＦ３との通信異常)) 

            ３９ ： イニシャルデータ設定完了フラグ(１： イニシャルデータ設定完了(未使用)) 

            ３８ ： イニシャルデータ処理要求フラグ(１： イニシャルデータ処理要求(未使用)) 

 

    (2) ＲＹデータ(ＰＬＣからみて出力) 

 

     ① コントロールフラグ１(ＲＹｎ００－０７Ｈ) 

 

０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０１～０７ ： 予約 

            ００ ： 運転／停止設定        (１： 運転 ／ ０： 停止) 

 

     ② コントロールフラグ２(ＲＹｎ０８－０ＦＨ) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ 

 

            ０Ｆ ： モニタ値切替え要求      (１： 設定値 ／ ０： 通常) 

            ０Ｅ ： 設定値１～１６有効無効    (１： 有効 ／ ０： 無効) 

         ０８～０Ｄ ： 予約 

 

     ③ システムコントロールフラグ１(ＲＹｎ３０－３７Ｈ) 

 

３７ ３６ ３５ ３４ ３３ ３２ ３１ ３０ 

 

         ３０～３７ ： 予約 

 

     ④ システムコントロールフラグ２(ＲＹｎ３８－３ＦＨ) 

 

３Ｆ ３Ｅ ３Ｄ ３Ｃ ３Ｂ ３Ａ ３９ ３８ 

 

         ３Ｂ～３Ｆ ： 予約 

            ３Ａ ： エラーリセットフラグ     (１： エラーリセット(ＵＦ３通信異常クリア)) 

            ３９ ： イニシャルデータ設定要求フラグ(１： イニシャルデータ設定要求(未使用)) 

            ３８ ： イニシャルデータ処理完了フラグ(１： イニシャルデータ処理完了(未使用)) 
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    (3) ＲＷｒデータ(ＰＬＣからみて入力) 

 

     ① モニタ値１(ＲＷｒｎ０) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： Ｕ相出力電流値        ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 制御信号           ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ② モニタ値２(ＲＷｒｎ１) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： Ｖ相出力電流値        ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 手動(上限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ③ モニタ値３(ＲＷｒｎ２) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： Ｗ相出力電流値        ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 下点(下限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ④ モニタ値４(ＲＷｒｎ３) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： Ｕ相出力電圧値        ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 勾配信号           ０～１０００(０．１％単位) 
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     ⑤ モニタ値５(ＲＷｒｎ４) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： Ｖ相出力電圧値        ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： ソフトスタート時間      ０～３０００(０．１秒単位) 

 

     ⑥ モニタ値６(ＲＷｒｎ５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： Ｗ相出力電圧値        ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ０８～０Ｆ ： ディレー時間         ０～３０(０．１秒単位) 

         ００～０７ ： 周期時間           １０～３０(０．１秒単位) 

 

     ⑦ モニタ値７(ＲＷｒｎ６) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： 出力電力値          ０～１２５０(０．１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ０９～０Ｆ ： 予約 

            ０８ ： 自己診断機能設定       (１： 有 ／ ０： 解除) 

         ００～０７ ： 入出力特性切換え(関数Ｎｏ．) ０～７(関数Ｎｏ．) 

 

     ⑧ モニタ値８(ＲＷｒｎ７) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ００～０Ｆ ： ソフトスタート時間      ０～３０００(０．１秒単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ０８～０Ｆ ： 電流制限量          ５０～１１０(１％単位) 

         ００～０７ ： ヒータ断線量         ８～５０(１％単位) 
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     ⑨ モニタ値９(ＲＷｒｎ８) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ０８～０Ｆ ： ディレー時間         ０～３０(０．１秒単位) 

         ００～０７ ： 周期時間           １０～３０(０．１秒単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

     ⑩ モニタ値１０(ＲＷｒｎ９) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ０９～０Ｆ ： 予約 

            ０８ ： 自己診断機能設定       (１： 有 ／ ０： 解除) 

         ００～０７ ： 入出力特性切換え(関数Ｎｏ．) ０～７(関数Ｎｏ．) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

     ⑪ モニタ値１１(ＲＷｒｎ１０) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

       モニタ値切替えが「通常」のとき 

         ０８～０Ｆ ： 電流制限量          ５０～１１０(１％単位) 

         ００～０７ ： ヒータ断線量         ８～５０(１％単位) 

 

       モニタ値切替えが「設定値」のとき 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

     ⑫ モニタ値１２～１６(ＲＷｒｎ１１～ＲＷｒｎ１５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

     ※設定値は，ＵＦ３から読出したデータです。 

        ＰＬＣから設定されたデータとは異なる場合があります。 

 

    (4) ＲＷｗデータ(ＰＬＣからみて出力) 

 

     ① 設定値１(ＲＷｗ０) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 制御信号           ０～１０００(０．１％単位) 
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     ② 設定値２(ＲＷｗ１) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 手動(上限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ③ 設定値３(ＲＷｗ２) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 下点(下限)信号        ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ④ 設定値４(ＲＷｗ３) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 勾配信号           ０～１０００(０．１％単位) 

 

     ⑤ 設定値５(ＲＷｗ４) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： ソフトスタート時間      ０～３０００(０．１秒単位) 

 

     ⑥ 設定値６(ＲＷｗ５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０８～０Ｆ ： ディレー時間         ０～３０(０．１秒単位) 

         ００～０７ ： 周期時間           １０～３０(０．１秒単位) 

 

     ⑦ 設定値７(ＲＷｗ６) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０８～０Ｆ ： 予約 

         ００～０７ ： 入出力特性切換え(関数Ｎｏ．) ０～７(関数Ｎｏ．) 

 

     ⑧ 設定値８(ＲＷｗ７) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ０８～０Ｆ ： 電流制限量          ５０～１１０(１％単位) 

         ００～０７ ： ヒータ断線量         ８～５０(１％単位) 
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     ⑨ 設定値９～１６(ＲＷｗ８～ＲＷｗ１５) 

 

０Ｆ ０Ｅ ０Ｄ ０Ｃ ０Ｂ ０Ａ ０９ ０８ ０７ ０６ ０５ ０４ ０３ ０２ ０１ ００ 

 

         ００～０Ｆ ： 予約 

 

 ４．ＵＦユニットＳ３の設定方法について 

 

   ＵＦユニットの正面のカバーをはずすと、Ｓ３があります。ＵＦ－ＣＬを使用する場合、Ｓ３のユニットＮｏ．の設定 

  を“１”にする必要があります。 

 

   Ｓ３の初期設定は、“０”に設定されています。 

   以下のようにＵＦユニットＳ３のユニットＮｏ．の設定を“１”に設定してください。 

 

   Ｓ３ 
        Ｏ Ｎ 

         
ＯＦＦ 

 

 □        
 □ □ □ 

 １   ２   ３   ４   

 

 Ｓ３－１ Ｓ３－２ Ｓ３－３ Ｓ３－４ 

Ｎｏ.１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 
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 ５．ＵＦ－ＣＬの設定方法について 

 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ５.１  局番設定 

 
     局番設定はネットワーク上で使用する局番を設定するもので、１～４２の範囲で設定可能です。 
    ＵＦ－ＣＬでは局番を１つ使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
             ↑１０の位を設定  ↑１の位を設定 

               (ＤＳＷ３)    (ＤＳＷ２) 

 
  ５.２ ボーレート設定 

 

    ボーレート設定は、ネットワーク上での伝送速度を設定するものです。 

 
                      (ボーレート設定値) 

                      ０:１５６Ｋｂｐｓ 

                      １:６２５Ｋｂｐｓ 

                      ２:２.５Ｍｂｐｓ 

                      ３:５Ｍｂｐｓ 

                      ４:１０Ｍｂｐｓ 

              (ＤＳＷ１)   上記以外:エラー 

 

    注）通信速度が５Ｍ，１０Ｍｂｐｓの場合、接続台数に関わらずマスタ局設定のスキャンモード指定は、 
「同期」を選択してください。 

 

直流電源入力端子  
（TB1）  

ＰＯＷ． ＬＥＤ（緑）  

Ｌ ＲＵＮ ＬＥＤ（緑）  

Ｌ ＥＲＲ ＬＥＤ（赤）  

ＲＤ   ＬＥＤ（緑）  

ＳＤ   ＬＥＤ（緑）  

局番設定 Ｘ１０  

局番設定 Ｘ１  

ボーレート設定  

(ロータリスイッチ) 

ＤＣ９－２４Ｖ(＋) 

ＧＮＤ(－) 

ＦＧ 

表示灯  

(ロータリスイッチ) 

(ロータリスイッチ) 
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 ６．ＵＦ－ＣＬにて信号を設定するには 

 

     ＵＦ－ＣＬにて信号を設定するには、表示パネルを操作して優先設定を“２”にする必要があります。 

   詳細はＵＦ表示パネル活用マニュアルの８項を参照してください。 

 

  ６.１ ＵＦ－ＣＬからの設定方法 

 

    例.Ｌ(下点(下限)信号)をＵＦ－ＣＬにて設定が変更できるようにします。 

 

   (1) 表示モードの変更                             図６.１－１ 

     ＦＵＮＣキーを押しながらＭＯＤＥキーを押しますと、 

    表示モードが切替わります。 

     何回か押して『ＩＮＰＵＴ』が点灯するようにします。 

     (図６.１－１) 

     “ＭＯＮＩ”モードを表示している場合には、２回押 

    します。 

     “ＳＴＡＴＥ”モードを表示している場合には、１回 

    押します。 

 

   (2) 表示項目の変更                              図６.１－２ 

     ＳＥＬキーを押しますと、表示内容が切替わります。 

     ２回押して４桁表示の左端の表示が『Ｌ』となるよう 

    にします。(図６.１－２) 

     そうでない時は何回かＳＥＬキーを押します。 

     設定値は、現在設定されています設定モードでの値を 

    表示しています。 

 

 

 

   (3) 下点(下限)信号優先設定の設定モードの確認                 図６.１－３ 

     ＦＵＮＣキーを押しながらＳＥＬキーを押しますと、 

    下点(下限)信号優先設定の設定モードに切替わります。 

     ４桁表示の左端の表示が『ＬＳ』となっていることを 

    確認してください。(図６.１－３) 

     この時の右１桁の表示が、設定モードを表しています。 

    (表６.１－１を参照) 

                    表６.１－１ 

表 示 設定モード 

ＬＳ ０ 下点(下限)信号入力(端子台ＶＬ２)からの設定 

ＬＳ １ 表示パネルからの設定 

ＬＳ ２ ＵＦ－ＣＬからの設定 
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   (4) 下点(下限)信号優先設定の設定モードの変更                 図６.１－４ 

     通信にて設定する場合、右１桁の表示が通信からの 

    設定“２”以外の時には、▲または、▼キーにて 

    右１桁の表示を“２”に設定した後、ＥＮＴＥＲキー 

    を押してください。(図６.１－４) 

     点滅が点灯に変わり、設定が完了します。 

     一度設定モードを設定しますと、電源を切っても設定 

    モードを記憶しています。 

 

 

 

    例のように操作して優先設定の設定モードをＵＦ－ＣＬからの設定に変更することにより、ＵＦ－ＣＬにて設定が変 

   更できます。 

    表６.１－２の表示項目は、表示パネルで優先設定の設定モードをＵＦ－ＣＬからの設定に変更することにより、 

   ＵＦ－ＣＬにて設定が変更できます。 

                表６.１－２ 

表示項目 機  能 

Ｐ 制御信号 

Ｈ 手動(上限)信号 

Ｌ 下点(下限)信号 

Ｆ 勾配信号 

Ｅ ソフトスタート時間 

Ｃ 電流制限量 

Ｕ ヒータ断線量 

ｄ ディレー時間 

－ 周期時間 
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７．インターフェース仕様 

 

項目 仕様 

通信規格 CC-LINK Ver.2.0 

通信速度[Mbps] 10/5/2.5/0.625/0.156 

占有局数 1局占有（拡張サイクリック4倍Ver.2） 

局間ケーブル長 20cm以上 

通信ケーブル長 

(注1) 

通信速度[Mbps] 10 5 2.5 0.625 0.156 

最大ケーブル総延長[m] 100 160 400 900 1200 

注 1 Ｔ分岐通信の場合は、マスタユニット 及び、搭載されるＰＬＣの取扱説明書をご参照ください。 

        通信速度と最大ケーブル総延長の条件を満たすようにシステムを構築してください。 

 

使用例 

(1) 配線方法  

     マスタ・ローカルの参考配線を下記に示します。 

Ｖｅｒ．１．１０対応ＣＣ－ＬＩＮＫ専用ケーブルの場合、終端抵抗は１１０Ωを接続してください。 

  

 
ＵＦ－ＣＬを１０台接続した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QJ61BT11N 

ﾏｽﾀ局 

UF-CL 

1局 

UF-CL 

2局 

UF-CL 

3局 
UF-CL 

4局 

UF-CL 

5局 

UF-CL 

6局 

UF-CL 

10局 

UF-CL 

9局 

UF-CL 

8局 

UF-CL 

7局 



 36

(2) マスタ局設定方法 

三菱製ＰＬＣマスタ局(ＱＪ６１ＢＴ１１Ｎ)を使用する場合の設定方法を下記に示します。 

     ＧＸ Ｗｏｒｋｓ２の場合(ネットワークパラメータＣＣ－ＬＩＮＫ) 

 

動作設定：デフォルト値 

特殊リレー、特殊レジスタ、リトライ回数、自動複列台数については任意の値とします。 

通信速度が５Ｍ，１０Ｍｂｐｓの場合、接続台数に関わらずスキャンモード指定は「同期」を選択してください。 

 

局情報は下記となります。 

  

     注）通信速度については、ノイズ等の影響により下げる必要も生じます。 
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 ８．インジケータ 

 

   インジケータには、ＲＵＮ，ＥＲＲ，ＲＤ，ＳＤの４種類があり、点灯、消灯 および 点滅により動作状態を表してい 

  ます。 

 

LED 名称 点灯 消灯 点滅 

Ｌ ＲＵＮ ﾈｯﾄﾜｰｸ加入後の 
正常交信 

1.ﾈｯﾄﾜｰｸ加入前 
2.受信N.G. 
3.ﾀｲﾑｵｰﾊﾞ 
4.ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 

－－－－ 

Ｌ ＥＲＲ 1.CRC ｴﾗｰ 
2.局番SW 設定異常 
3.ﾎﾞｰﾚｰﾄ SW 設定異常 

1.正常交信 
2.ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 

電源投入後に 
SW 設定が変化した。

(0.4s 点滅) 

ＲＤ 受信中 1.受信N.G. 
2.ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 

－－－－ 

ＳＤ 送信中 ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 －－－－ 
 

   ○:点灯  ●:消灯  ◎:点滅 

Ｌ ＲＵＮ Ｌ ＥＲＲ ＲＤ ＳＤ 動    作 

○ ◎ ○ ◎ 正常交信しているが、ノイズでＣＲＣエラーが時々発生している。 

○ ０.４ｓ◎ ○ ◎ リセット解除時のボーレート・局番設定から変化した。 

○ ◎ ○ ● 受信データがＣＲＣエラーとなり、応答できない。 

○ ● ○ ◎ 正常交信 

○ ● ○ ● 自局宛データこない。 

● ◎ ○ ◎ ポーリング応答はしているが、リフレッシュ受信がＣＲＣエラー 

● ◎ ○ ● 自局宛データがＣＲＣエラー 

● ● ○ ◎ リンク起動されていない。 

● ● ○ ● 自局宛データが無いか、ノイズにより自局宛を受信不可 

● ● ● ● 断線等でデータを受信できない。電源断またはハードウェアリセット中

● ○ ○，● ● ボーレート、局番設定不正 

 
 ９．その他 

  ９．１ ネットワークの接地 

 

     ＣＣ－Ｌｉｎｋでは、グランドループができないように、接地は必ず１箇所で行うこと。 

     接地は、必ずＤ種接地とすること。 

     接地は、駆動系のインバータ等とは別の専用接地とすること。 

 

  ９．２ ノイズ対策上の留意事項 

 

     誘導ノイズを防止するため通信線は、他の電源線、動力線とは分離配線すること。 

     高圧機器が設置されている盤内への取付けは避けること。 

     ノイズを発生しやすい機器(モータ、ソレノイドやマグネット等)には、サージキラー等でノイズ対策を行っておく 

    こと。 
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ＭＥＭＯ 
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□お問い合せ 

          株式会社 三社電機製作所 

 
        営業直通電話   営業本部   （０６）６３２５－０５００ 
                       東京支店   （０３）３８３４－１７００ 
                       中部営業所  （０５２）９５５－５６００ 

九州営業所  （０９２）４３１－７５８６ 
        
                      電力調整器担当までご連絡ください。 
            ホームページ：http://www.sansha.co.jp/ 

                 本仕様は製品の改良により予告なく変更することがあります。 
                                     Ｋ００Ａ００６８５００ＡＤ  ２０２１．０５．１３ 

 

 


